
別紙様式１ 

令和２年度学校経営計画表 
１ 学校の現況 

学校番号 １ 学 校 名  県立高萩高等学校 課  程   定時制 学校長名   清 水 秀 一 

教 頭 名  蛭 田  文  鈴 木 政 彦  事務長名       小 松   壮 

教職員数 教諭 20  
養 護 

 教 諭 
１  

常 勤 

 講 師 
４ 

非常勤 

講師  
13 

実習教諭，実習      

講師，実習助手       
１ 

 事 務 

 職 員 
３ 

技術職 

員等  
３ 計 49   

 

生 徒 数 

 

学科 
１  年 ２  年 ３  年 ４  年 合  計 合計クラス数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普 通 科 41 27 42 28 33 25   116 80 ９ 

２ 目指す学校像 

（１）生徒と教職員がお互いを信頼し，協働して成長できる学校     （２）一人ひとりの多様性を認め，個に応じた支援をする学校 

（３）柔軟なカリキュラムで，希望に応じた進路実現を目指す学校    （４）誰にでも居場所があり，安心して自己実現を図れる学校 

（５）主体的な学習や体験を通し，社会性や勤労観を育む学校 

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項  目 現  状  分  析 課        題 

学習指導 

 

 

 

『わかる授業・生徒への対応の工夫』の実践を目指し，授業強化週間での相

互授業観察による公開授業等を通して，学習指導法の工夫・改善に取り組んで

いる。また，個に応じた適切な支援を行い，生徒一人ひとりが主体的に学習す

る態度を養うとともに，基礎学力の向上に努めている。 

・『わかる授業・生徒への対応の工夫』の実践による公開授業に

よる学習指導法の工夫改善 

・観点別学習評価を利用して，生徒個々の達成度による評価を活

用し，学習評価を授業改善につなげる工夫 

進路指導 

 

 

 

 生徒一人ひとりの希望に応じた適切な進路指導と，早期に進路を決定させ，

目的を持った充実した学校生活が送れるよう生徒育成に取り組んでいる。その

ため，生徒面談を定期的に行い，進路意識を高めるとともに，適正な進路選択

ができるよう指導している。 

・将来を見通したキャリア教育の充実  

・きめ細かなキャリアガイダンスと進路情報の提供による進路意

識の向上 

・社会人・職業人として生きがいを持って生きていく生徒の育成 

生徒指導 

 

 

 

 各月１週間を見守り・声かけ強化（フレックス・マナーアップ）週間と位置づけ，全職

員で始業前・終業後声かけなどの指導を行い，生徒事故の未然防止，制服の着こな

し，心身の健康状況把握等，安全・安心確保に取り組んでいる。また，生徒とのコミュ

ニケーションをしっかりととり，カウンセラー等との連携を密に図り，生徒の悩みや相

談に親身になって対応し，問題の早期発見に努めている。 

・個別面談の充実による生徒理解に努め,生徒との信頼関係を構築 

・学校カウンセリング体制の充実・キャンパスエイドの活用とと

もに，心の居場所の確保 

・安心して学べる環境と居場所の構築・充実 

・万全の想定により日頃から業務効率化(働き方改革)に取り組む 

特別活動 

 

 

 

 運動部・文化部とも人数が少ない中で活発に活動している。生徒が活躍し，

自己達成感・自己存在感が高められるよう，部活動参加を強く勧めている。生

徒会役員やＪＲＣ部・清美委員などを中心にボランティア活動を実施し，地域

社会への貢献に寄与している。 

・地域行事やボランティア活動への積極的な参加を推進し，家庭

や地域社会と連携・協力して生徒の成長を促進 

・生徒の自主性を育み生徒会活動の活性化 

・部活動加入率の向上と各種行事の活性化 

 



４ 中期的目標 

（１）『わかる授業・生徒への対応の工夫』の実践と生徒一人ひとりに応じた学習指導法の工夫改善に努める。 

（２）生徒一人ひとりが主体的に学習する態度を養うとともに，基礎学力の向上に努める。 

（３）個別面談の充実による生徒理解に努め，生徒との信頼関係を構築に努める。 

（４）きめ細かなキャリアガイダンス・進路情報の提供による進路意識の向上に努める。 

（５）地域行事やボランティア活動への積極的な参加を推進し，家庭や地域社会と連携・協力して生徒の成長の促進に努める。 

（６）学校カウンセリング体制の充実・キャンパスエイドの活用とともに，心の居場所の確保に努める。 

（７）効果的な校務組織の再編と，業務内容・手法の改善の推進により，職務に誇りを持って健康的に働くロールモデルとしての教師像を目指す。 

５ 本年度の重点目標 

重 点 項 目 重   点   目   標 

（１）基礎学力の定着に基づく，確かな学力を

育む教育の推進 

 

 

『わかる授業・生徒への対応の工夫』の実践による授業公開を通して，学習指導法の工夫改善を図り「わか

る授業」「考えさせる授業」「課題の発見・解決に繋げる授業」の充実に努める。同時に生徒に学ぶ喜びや楽

しさを実感させ，基礎・基本の定着の向上や，主体的・意欲的に学ぶ態度の育成に努める。 

（２）生徒一人ひとりに応じた，きめ細かな支

援体制・特別活動の推進 

 

 個別面談の充実を図り，生徒理解に努め生徒との強い信頼関係を構築する。また，学校カウンセリング体制

の充実を図り，心の居場所の確保とともに安心して学べる環境の構築・充実に努める。 

生徒の自主性を育みながら，生徒会活動を活性化し，特別活動や部活動の充実を図り，さらにキャリアパス

ポートを活用して，達成感，活動意欲を味わい，思いやりの心，規範意識，公共心を醸成し，心豊かな人間性

の育成に努める。 

 

（３）生徒一人ひとりに応じた，きめ細かなキ

ャリア教育の推進 

 

 将来を見通したキャリア教育の視点に立ち，各年次段階に応じたきめ細かなキャリアガイダンスや進路情報

の提供を通して進路意識の向上を図る。また，生徒一人ひとりに望ましい勤労観・職業観を育み，キャリアパ

スポートを活用して,将来，社会人・職業人として生き甲斐を持って生きていく生徒の育成に努める。 

 

（４）地域に貢献し，地域と連携を深め，地域

に開かれた学校づくりの推進 

 

 積極的な学校公開や科目履修生の受入，地域行事やボランティア活動への積極的な参加を推進し，家庭や地

域社会と連携・協力して生徒の健やかな成長を図る。また，ホームページや各種広報活動を通して，フレック

ススク－ルとしての特色ある教育活動への理解と協力を得るように努める。 

 

（５）校務の精選と手法の改善による，教育活

動充実の推進 

 校務・情報の共有化と視覚化により，業務分担を明確化してPDCAサイクルを構築し，効果的な学校運営と

勤務時間の適正化に努める。 

 

 


